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平成 21年 12 月 31 日現在

　

福
岡
に
住
み
、
学
校
へ
通
っ
て

い
ま
す
。
獅
子
島
に
は
１
年
に
３

回
く
ら
い
帰
省
し
て
い
ま
す
。
帰

省
時
は
水
俣
ま
で
新
幹
線
で
、
水

俣
か
ら
幣
串
へ
は
獅
子
島
汽
船
で

渡
っ
て
帰
り
ま
す
。

　

獅
子
島
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、

熱
が
出
て
も
病
院
へ
行
く
交
通
手

段
が
な
く
、
自
宅
の
船
で
天
草
の

病
院
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
福
岡
に
住
む
よ
う
に
な
り
、

獅
子
島
は
不
便
だ
と
さ
ら
に
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
を
卒
業
後
は
、
福
岡
で
就

職
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

時
々
獅
子
島
に
も
帰
っ
て
き
た
い

で
す
。
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

獅
子
島
架
橋
は
実
現
し
て
ほ
し
い

で
す
。

島
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に福岡県在住

（御所ノ浦出身）

田口宗一郎さん（19）

３
社
、
１
個
人
を

景
観
賞
に
選
出

　

町
で
は
12
月
７
日
、
町
内
の
道
路

改
良
工
事
な
ど
で
施
工
し
た
石
積
み

の
コ
ン
ク
ー
ル
と
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
長
島
町
建
友
会

な
ど
か
ら
出
展
さ
れ
た
沿
道
石
積
み

の
部
８
カ
所
、
花
壇
石
積
み
の
部
３

カ
所
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
に
は
、
建
友
会

員
と
町
関
係
者
29
人
が
あ
た
り
、
お

の
お
の
に
厳
し
い
目
で
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
３
社
、
１
個
人
が

景
観
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
も

国
道
、
県
道
、
町
道
な
ど
の
改
良
工

事
に
は
、
地
元
の
石
材
を
利
用
し
た

石
積
み
工
法
を
用
い
て
自
然
や
景
観

に
配
慮
し
た
工
事
が
進
め
ら
れ
る
計

画
で
す
。

景
観
賞

沿
道
石
積
み
の
部

　
有
限
会
社
福
山
建
設

　
萩
之
牟
礼
茅
屋
線
道
路
改
良
工
事
（
萩
之
牟
礼
）

事業名 事業費（万円）うち町の負担
上り浜展望所整備 5,600 0
黒之瀬戸うずしおパーク造成 5,000 0
地域交流基盤（石積みと花壇）整備 7,850 0
計① 18,450 0

事業名 事業費（万円）うち町の負担
がんばる地方応援プログラム 1,931 0
夢追いふるさと景観事業 115 0
地域活性化・生活対策事業 4,504 0
計② 6,550 0

合計（①＋②）＝ 2 億 5 千万円

県が実施した事業

町が実施した事業
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株
式
会
社
岩
下
建
設

　
川
床
市
来
崎
線
道
路
改
修
工
事
（
牧
）

花
壇
石
積
み
の
部

　
有
限
会
社
小
畑
建
設

　
地
域
の
活
力
活
性
化
事
業
（
上
り
浜
）

個
人
の
部

　
花
壇
管
理
者
　
小
　
は
つ
み

　
県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
（
福
ノ
浦
）

景
観
事
業
に
国
・
県
事
業
を
活
用

　

町
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に
長
島

町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
を
施
行
後
、

「
花
と
石
積
み
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
事
業
」
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
事
業
に
は
国
・
県
の
事
業
を
活
用

す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

22Nagashima toｗn Public Relation s


